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我々は、導波管型ハイブリットカプラ及び帯域通過フィルタ (BPF)を結合した導波管回路を用いた、ミリ波帯
における新しいタイプのシングルサイドバンドミクサ (SSBミクサ)を開発を行っている。従来の SSBミクサで
は準光学方式でイメージ帯域をフィルタリングしていたが、それでは挿入損失が大きくなり、また可動部分の経
年劣化が生じる等の問題点があった。また近年、2つのDSBミクサをバランスさせた両サイドバンド分離ミクサ
(2SBミクサ)が実用化されたが、長期間の運用によるミクサ素子 (SIS素子など)の性能劣化等が原因でサイドバ
ンド分離比 (IRR)が変動する事が懸念される。
我々が提案する新方式では、ハイブリットカプラの２つの出力ポートにBPFを結合し、その先に電波吸収体を

設置した導波管回路を用いる。ここで、BPFの通過帯域をイメージ帯域に調整すると、イメージ帯域信号は吸収
体によって終端されるので、回路全体で見ればイメージ帯域阻止フィルタとして扱うことができる。これを受信
機系に組み込むことで、SSBミクサを実現する。本方式は準光学方式に比べるとコンパクトで、光学系のアライ
メントが必要でない。その上 IRRが導波管回路の特性によって定まるため経年劣化の心配がなく、設計・シミュ
レーションの段階で IRRをある程度決定する事が可能となる利点がある。またミリ波ネットワークアナライザを
用いてサイドバンド分離比を実測できる点も魅力的である。
本講演では、設計した導波管回路のシミュレーション結果を中心に、開発状況の報告を行う。


